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会
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講
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会
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時
３０
分（
１３
時
受
付
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）

懇
親
会

１５
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

二
、
場
所

埼
玉
大
学
・
大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス

さ
い
た
ま
市
下
大
久
保
二
五
五
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
８（
８
５
８
）３
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８
１

総
会
・
講
演
会

経
済
学
部
５０４
講
義
室

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

大
学
会
館
３
Ｆ
集
会
室

三
、
会
費

五
、〇
〇
〇
円

当
日
会
場
受
付
に
て
申
し
受
け
ま
す

四
、
交
通

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
「
北
浦
和
駅
」
ま
た
は

Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
下
車

い
ず
れ
も
埼
玉
大
学
行

終
点
ま
で

タ
ク
シ
ー
利
用
の
場
合

北
浦
和
よ
り
約
二
、〇
〇
〇
円

南
与
野
よ
り
一
、〇
〇
〇
円
前
後

五
、
出
欠
連
絡

「
六
月
二
十
日
」
ま
で

同
封
ハ
ガ
キ
に
て
ご
返
事
下
さ
い

卒
業
生
の
皆
様
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
に
お
き
ま
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
生
の
皆
様
は
、「
埼
玉
大

学
と
群
馬
大
学
と
の
再
編
・
統
合
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
」
の
学
長
懇
談
会
が
も
た

れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
て
、
埼
玉
大

学
は
今
後
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
ご
心

配
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

群
馬
大
学
と
の
再
編
・
統
合

に
つ
い
て
の
話
し
合
い

学
長
懇
談
会
の
背
景

そ
こ
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
学
長
懇
談

会
が
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ

の
背
景
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
文
部
科
学
省

は
二
〇
〇
一
年
六
月「
大
学（
国
立
大
学
）

の
構
造
改
革
の
方
針
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
骨
子
は
、
�
現
在
九
九
あ
る
国
立
大

学
の
数
の
大
幅
な
削
減
を
目
指
し
、「
再

編
・
統
合
」
を
大
胆
に
に
進
め
る
�
国
立

大
学
に
民
間
的
発
想
の
経
営
手
法
を
導
入

し
、
独
立
行
政
法
人
に
早
期
に
移
行
す
る

�
第
三
者
評
価
に
よ
る
競
争
原
理
を
導
入

し
、「
ト
ッ
プ
三
〇
」
の
大
学
を
世
界
最

高
水
準
に
育
成
す
る
の
三
点
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
の
国
立
大
学
の
数
の
大
幅
削
減

内
容
は
、
少
子
化
に
よ
る
教
員
の
新
規
採

用
減
少
を
う
け
教
育
大
学
・
教
育
学
部
に

つ
い
て
規
模
の
縮
小
・
再
編
を
進
め
る
ほ

か
、
地
方
自
治
体
へ
の
移
管
の
検
討
を
す

る
と
し
、
医
科
大
学
な
ど
の
単
科
大
学
に

つ
い
て
も
、
他
大
学
と
の
統
合
に
加
え
地

方
移
管
の
検
討
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
域
を
越
え
た
大
学
・
学
部
間

の
「
再
編
・
統
合
」
な
ど
も
進
め
る
方
針

が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
四
九
年
の
新
制
国
立
大
学
の
発
足

時
、
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
た
め

に
「
一
県
一
校
」
原
則
が
守
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
度
の
「
大
学
の
構
造
改
革

の
方
針
」
は
、
国
立
大
学
政
策
の
一
大
転

換
で
あ
り
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
の
大

き
な
国
立
大
学
改
革
と
な
り
ま
す
。

「
群
馬
大
学
（
医
学
・
工
学
・
教
育
・

社
会
情
報
学
部
を
擁
し
三
キ
ャ
ン
パ
ス
に

分
散
）
と
の
再
編
・
統
合
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
」
は
、
こ
う
し
た
文
部
科
学
省
の

国
立
大
学
の
改
革
を
背
景
と
し
て
お
り
、

同
省
は
、
六
月
一
四
日
の
国
立
大
学
学
長

会
議
で
「
再
編
・
統
合
の
大
胆
な
計
画
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
は
わ
が

省
の
責
任
で
具
体
的
計
画
を
策
定
し
た

い
」
と
し
、
さ
ら
に
、「
努
力
が
見
ら
れ

な
い
と
取
り
残
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
場
合

に
よ
っ
て
は
見
捨
て
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
局
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」（
Ｈ
�
一

三
�
六
�
一
五
付
埼
玉
新
聞
）
と
、
厳
し

い
見
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

群
馬
大
学
と
の

学
長
懇
談
会
の
現
状

学
長
か
ら
の
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、「
昨

年
一
二
月
、
群
馬
大
学
の
学
長
か
ら
統
合

を
視
野
に
入
れ
て
話
し
合
い
の
場
を
持
っ

て
貰
え
な
い
か
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
…
、

今
年
の
一
月
一
七
日
、
評
議
会
で『
再
編
・

統
合
』
問
題
に
関
す
る
両
大
学
の
学
長
懇

談
会
を
設
置
し
話
し
合
い
を
始
め
る
こ
と

に
つ
い
て
了
解
を
頂
き
ま
し
た
。
統
合
を

決
め
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
の
途
を
さ
ぐ
る
た
め
に
、
統
合
も

視
野
に
入
れ
て
幅
広
く
両
大
学
の『
再
編
・

統
合
』
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
」（『
欅
』
二
〇
〇

二
�
三
）
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
両
大
学
の
学
長
懇
談
会
は
、
一
月

二
四
日
、
三
〇
日
、
二
月
一
八
日
、
三
月

一
八
日
と
、
双
方
の
大
学
が
交
替
で
幹
事

と
な
り
開
催
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
二

月
一
八
日
に
は
、
教
育
学
部
問
題
、
理
工

系
学
部
問
題
、
共
通
教
育
問
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
。
い
ず

れ
の
問
題
も
、
各
論
に
つ
い
て
内
容
の
食

い
違
い
が
多
く
、
具
体
的
方
向
を
展
望
す

る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
な
か
で
、
群
馬
大
学
か
ら
は
統
合
協

議
機
関
を
早
く
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
、

希
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
埼
玉
大
学
で

は
、
統
合
に
つ
い
て
展
望
が
も
て
る
状
況

で
は
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
留
保
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

群
馬
大
学
と
の

大
学
再
編
・
統
合
の
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
か
疑
問
？

学
長
は
、
こ
の
「
再
編
・
統
合
」
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
�
総
合
大
学
と
い
う
に
ふ

さ
わ
し
い
教
育
研
究
体
制
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
�
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
新
た
な
教
育
研
究

領
域
の
開
拓
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

�
両
大
学
は
交
通
手
段
の
利
便
性
に
め
ぐ

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
既
存
キ
ャ
ン
パ
ス

の
活
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
国
立
大
学
の
そ
の
地
域
で
の

配
置
は
、
そ
の
地
域
社
会
に
お
い
て
必
要

な
学
問
分
野
の
高
度
の
専
門
知
識
・
技
能
・

人
間
性
を
身
に
つ
け
た
人
材
養
成
を
す
る

高
等
教
育
機
関
と
し
て
柔
軟
に
進
化
発
展

し
て
、
社
会
（
国
民
国
家
）
の
負
託
に
応

え
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
埼
玉

大
学
と
し
て
も
、
県
境
を
ま
た
ぎ
分
散
し

た
学
部
、
大
学
院
等
を
追
求
す
べ
き
で
は

な
く
、
名
目
上
と
も
見
え
る
総
合
大
学
に

な
る
こ
と
で
は
な
く
、
真
に
そ
の
地
域
社

会
が
必
要
と
す
る
学
問
分
野
の
高
等
教
育

機
関
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
有
為
な

る
人
材
養
成
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
埼
玉

県
民
と
は
、
直
接
ほ
と
ん
ど
関
係
が
薄
い

医
学
部
・
付
属
病
院
等
を
総
合
大
学
と
し

て
の
名
目
の
た
め
に
統
合
す
る
意
味
を
見

い
だ
せ
な
い
ば
か
り
か
、
将
来
独
立
法
人

に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
会
計
・
財
務
が
埼

玉
大
学
の
財
政
に
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ

が
あ
り
、
既
存
の
学
部
経
営
を
歪
め
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

全
国
で
も
有
数
の
人
口
を
抱
え
今
後
も

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
埼
玉
県
唯
一
の

国
立
大
学
と
し
て
、
県
民
の
た
め
の
高
等

教
育
機
関
と
し
て
、
そ
の
時
代
の
変
化
、

社
会
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
学
内
の

教
育
研
究
組
織
に
つ
い
て
継
続
的
に
改
革

を
進
め
て
ゆ
く
の
が
先
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。（
意
見
の
と
こ
ろ
は
私
の
個
人

的
な
意
見
で
あ
る
）
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今
年
四
月
か
ら
、
埼
玉
大
学
大
学
院
経

済
科
学
研
究
科
に
博
士
課
程
が
設
置
さ
れ

る
。
悲
願
の
成
就
で
あ
る
。

国
立
大
学
の
人
文
社
会
系
学
部
に
と
っ

て
、
大
学
院
博
士
課
程
の
設
置
は
特
別
の

意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ど
の
大
学
に
と
っ

て
も
博
士
課
程
設
置
が
学
部
改
革
の
究
極

の
目
標
な
の
だ
。
旧
七
帝
大
な
ど
の
有
名

大
学
を
例
外
と
し
て
、
国
立
大
学
の
人
文

社
会
系
学
部
の
多
く
は
博
士
課
程
を
持
っ

て
い
な
い
。
修
士
課
程
ま
で
持
っ
て
博
士

課
程
を
持
た
な
い
大
学
は
、
研
究
機
関
と

し
て
も
教
育
機
関
と
し
て
も
、
完
結
し
な

い
。
埼
玉
大
学
経
済
学
部
も
こ
の
悲
哀
を

噛
み
締
め
て
い
た
。

博
士
課
程
の
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み

は
、
平
成
五
年
の
修
士
課
程
設
立
と
同
時

に
始
め
た
。
大
学
院
設
立
要
求
は
、
修
士

課
程
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
本
当
の
ゴ

ー
ル
は
博
士
課
程
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

当
時
、
新
潟
、
金
沢
、
岡
山
の
三
大
学
に

博
士
課
程
が
で
き
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

早
速
出
向
い
て
教
え
を
受
け
た
。
三
大
学

と
も
、
法
学
部
、
経
済
学
部
、
文
学
部
、

が
ひ
と
つ
の
博
士
課
程
を
持
つ
と
い
う
形

を
と
っ
て
い
た
。
旧
七
帝
大
ク
ラ
ス
以
外

の
大
学
で
博
士
課
程
を
作
る
場
合
に
は
こ

の
タ
イ
プ
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
の

埼
玉
大
学
経
済
学
部
の
博
士
課
程
は
、
単

独
で
作
る
大
学
院
博
士
課
程
な
の
で
、
大

学
の
「
格
」
か
ら
す
れ
ば
、
破
格
の
扱
い

で
あ
る
。

埼
玉
大
学
経
済
学
部
は
、
平
成
七
年
一

月
に
、
博
士
課
程
設
置
に
向
け
て
本
格
的

に
乗
り
出
す
こ
と
を
決
め
た
。
今
年
で
八

年
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
初
は
単
独

で
の
設
置
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
当
時

の
学
長
の
考
え
も
あ
り
、
教
養
学
部
と
共

同
で
博
士
課
程
を
設
置
す
る
方
向
へ
と
転

換
し
た
。
私
の
学
部
長
の
期
間
は
、
率
直

に
言
っ
て
あ
が
く
だ
け
で
ま
っ
た
く
事
態

は
進
ま
な
か
っ
た
。
学
長
選
挙
を
め
ぐ
る

ご
た
ご
た
に
も
巻
き
込
ま
れ
、
話
は
中
断

す
る
。

大
き
な
転
機
点
は
、
平
成
十
二
年
の
東

京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
設
置
に
あ

っ
た
。
埼
玉
の
県
境
を
越
え
、
東
京
駅
に

隣
接
し
、
地
下
道
を
通
れ
ば
傘
を
指
さ
ず

に
通
え
る
首
都
の
真
ん
中
に
拠
点
を
構
え

た
。
上
は
居
酒
屋
、
地
下
二
階
の
小
さ
な

大
学
院
教
室
で
あ
る
。
国
立
大
学
な
の
で
、

金
の
見
通
し
は
ま
っ
た
く
立
っ
て
い
な
か

っ
た
。
地
上
よ
り
地
下
の
方
が
賃
料
が
安

い
。
社
会
人
向
け
の
夜
の
授
業
に
窓
は
な

く
て
も
い
い
だ
ろ
う
と
少
々
や
け
気
味
の

冗
談
を
言
い
な
が
ら
の
出
発
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
社
会
的
に
は
予
想
外
の
反
響
を

呼
ん
だ
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
が
、
次
々

と
、
し
か
も
長
期
に
わ
た
っ
て
報
道
し
た
。

社
会
人
教
育
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
こ
と
、

東
京
駅
と
い
う
場
所
、
そ
し
て
、
現
職
の

官
僚
や
一
線
の
民
間
の
現
役
の
実
務
者
が
、

客
員
教
授
や
講
師
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
、

こ
れ
ら
が
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。
文
部

省
（
現
文
部
科
学
省
）
の
支
援
を
得
て
、

結
局
、
賃
貸
料
は
全
額
面
倒
を
見
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。

現
在
、
多
く
の
大
学
が
、
東
京
駅
へ
の

進
出
を
目
指
し
、
社
会
人
教
育
を
行
お
う

と
し
て
い
る
。
火
付
け
役
は
、
間
違
い
な

く
埼
玉
大
学
経
済
学
部
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
の
先
駆
性
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

博
士
課
程
の
設
置
要
求
の
際
に
は
、
こ

の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
成
功

が
、
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
こ

れ
が
な
け
れ
ば
博
士
課
程
は
あ
り
え
な
か

っ
た
。
概
算
要
求
の
時
期
に
は
、
毎
日
深

夜
ま
で
の
書
類
作
り
で
あ
る
。
朝
四
時
ま

で
作
っ
て
朝
九
時
に
は
文
部
省
へ
、
と
い

う
日
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
博
士
課
程
が

な
い
と
い
う
苦
し
み
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
の

だ
か
ら
、
こ
の
ぐ
ら
い
は
「
何
の
そ
の
」

で
あ
る
。

埼
玉
大
学
大
学
院
経
済
科
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
は
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・

ス
ク
ー
ル
で
は
な
い
。
今
日
の
人
材
育
成

の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
創
造
性
、
人
間

性
、
そ
し
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
専
門
性
が
要

求
さ
れ
る
。
画
一
的
な
大
学
院
教
育
だ
け

が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
、
や
や
大
げ
さ

に
言
え
ば
日
本
の
現
状
は
打
破
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
実

社
会
と
の
協
力
関
係
が
必
要
と
な
る
。
理

論
と
実
践
の
融
合
で
あ
る
。
官
界
・
民
間

の
一
線
の
客
員
教
授
・
講
師
陣
と
我
々
専

任
ス
タ
ッ
フ
と
の
協
力
が
あ
っ
て
、
こ
の

目
的
が
達
せ
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
新
し

い
タ
イ
プ
の
社
会
人
教
育
に
よ
っ
て
、
日

本
を
リ
ー
ド
し
よ
う
と
、
考
え
て
い
る
の

で
あ
る
。

若
い
と
き
に
学
ぶ
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
学
は
学
び
た
い
と
き
に
い
つ

で
も
学
ぶ
こ
と
の
出
来
る
場
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
学
部
に
夜
間
主
コ
ー
ス
、
大

学
院
博
士
前
期
課
程
に
二
十
四
名
の
社
会

人
定
員
枠
、
こ
れ
に
加
え
て
、
定
員
六
名

の
社
会
人
向
け
の
博
士
後
期
課
程
が
設
置

さ
れ
た
。
夜
間
の
授
業
が
整
備
さ
れ
、
社

会
人
が
い
つ
で
も
学
べ
る
研
究
教
育
体
制

が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
言
う
ま
で
も
な
く
相
変
わ

ら
ず
貧
弱
な
設
備
を
抱
え
て
の
出
発
で
あ

る
。
し
か
し
、
窓
が
な
く
て
も
勉
強
は
出

来
る
し
、
外
見
よ
り
中
身
の
問
題
、
と
言

い
聞
か
せ
て
い
る
。

第 ５ 号 �経 和 会 会 報平成１４年５月２５日

大
学
院
経
済
科
学
研
究
科
に
博
士
課
程

社
会
人
教
育
の
発
展
に
向
け
て

前
経
済
学
部
長

奥

山

忠

信

経和会に新しいホームページができました
経和会ではかねてよりインフォテック株式会社のご協力を得て、インターネットホームページの制作にと
り組んでおりましたが、このほど完成し本年５月からご覧いただけるようになりました。
まだ若干未完成の部分もありますが、今後さらに充実をはかっていきたいと思っております。概要は次の
とおりです。

URL http://www.keiwakai.net
■ログイン名：SaitamaKeiwakai ■会員パスワード：UrawaCampus

トップページでは「会報」「イベント案内」のみご覧になれます。「同窓会員のページ」をクリッ
クすると“ログイン ID”と“パスワード”の入力を求められますので上記を入力して下さい。

１．「経和会報」…会報のバックナンバーがご覧になれます。現在１～４号が掲載されています。
２．「規約」
３．「組織・役員構成」
４．「総会報告」…総会の報告をいたします。現在は平成１３年度総会の内容が掲載されています。
５．「イベント開催案内」「クラス会・同好会」「オープンセミナー」

掲示板でイベント等のお知らせを行っています。同好会・クラス会は自由に書き込みができますので
会員同士の交流にご利用下さい。

６．「経和会員によるボランティア活動の紹介」…現在は「百年の森づくりの会」「救命情報促進センター」
７．「会費納入者一覧」…終身会費納入者を会報の内容に沿って掲載しています。
８．「各種問い合わせ」…ここから住所変更の申し込みもできます。
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早
い
も
の
で
大
学
卒
業
か
ら
２０
余
年
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
不
思
議
な

ご
縁
で
タ
イ
に
２
回
赴
任
し
、
合
計
６
年

余
の
期
間
家
族
で
バ
ン
コ
ク
に
在
住
い
た

し
ま
し
た
。
一
回
目
は
経
済
企
画
庁
か
ら

外
務
省
に
出
向
し
て
、
大
使
舘
員
と
し
て

勤
務
し
た
９１
年
か
ら
９４
年
ま
で
で
す
。

次
は
タ
イ
の
役
所
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家

と
し
て
赴
任
し
た
９８
年
か
ら
０１
年
ま
で
で

す
。私

の
タ
イ
と
の
出
会
い
、
い
や
タ
イ
人

と
の
出
会
い
は
８６
年
ロ
ン
ド
ン
に
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
時
私
は
幸
運
に
も
イ
ギ
リ
ス

政
府
の
奨
学
金
を
得
て
、
ロ
ン
ド
ン
大
学

経
済
社
会
科
学
部
（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
）
大
学
院
に

進
む
機
会
を
得
た
の
で
し
た
。

日
本
の
役
所
で
の
雑
巾
が
け
生
活
か
ら

解
放
さ
れ
て
、
久
し
ぶ
り
の
学
究
生
活
に

胸
は
期
待
で
膨
ら
ん
で
い
ま
し
た
。
場
所

は
マ
ル
ク
ス
が
資
本
論
を
纏
め
た
ロ
ン
ド

ン
、
寮
は
大
英
博
物
舘
に
も
近
い
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
ー
ル
で
、
そ
こ
に
は
７０

ヶ
国
以
上
の
学
生
が
５００
人
程
生
活
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
に
日
本
人
に
似
た
顔
を

し
て
は
に
か
ん
だ
よ
う
な
微
笑
を
浮
か
べ

な
が
ら
、
い
つ
も
同
国
人
同
士
で
固
ま
っ

て
い
る
ア
ジ
ア
人
学
生
の
小
集
団
が
あ
り
、

彼
ら
が
タ
イ
人
学
生
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
ち
ら
の
勝
手
な
思
い
込
み
で
、
彼
ら

も
き
っ
と
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
活
を
大
い
に

楽
し
ん
で
い
る
に
相
違
な
い
と
、
講
義
の

話
、
余
暇
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
話

を
持
ち
か
け
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
決
っ

て
返
っ
て
き
た
の
は
「
君
は
何
故
そ
ん
な

に
ロ
ン
ド
ン
生
活
が
楽
し
い
の
か
」
と
い

う
訝
し
げ
な
表
情
で
し
た
。
彼
ら
の
口
か

ら
出
る
話
題
は
い
つ
も
ロ
ン
ド
ン
の
鬱
陶

し
い
天
候
と
寮
の
ま
ず
い
食
事
で
し
た
。

楽
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
る
の
は
タ
イ
へ

の
休
暇
帰
国
や
本
帰
国
後
の
夢
を
語
る
時

で
し
た
。
私
の
タ
イ
へ
の
何
と
は
な
い
関

心
は
こ
の
時
に
掻
き
立
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。８８

年
、
Ｌ
Ｓ
Ｅ
で
の
留
学
生
活
を
終
え

日
本
に
帰
っ
て
か
ら
、
そ
ん
な
不
思
議
な

国
タ
イ
と
仕
事
上
の
お
付
き
合
い
が
始
ま

り
ま
し
た
。
偶
々
、
帰
国
後
の
仕
事
が
経

済
協
力
に
関
す
る
業
務
だ
っ
た
の
で
す
。

当
時
、
途
上
国
の
構
造
調
整
が
開
発
政
策

上
の
大
き
な
課
題
で
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
で
の

構
造
調
整
専
門
家
会
合
で
小
論
を
発
表
す

る
た
め
に
バ
ン
コ
ク
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
見
た
タ
イ
は
、
抜
け
る
よ
う
な

青
空
に
、
大
渋
滞
の
街
中
に
熱
気
に
溢
れ

た
人
々
の
笑
顔
、
そ
れ
に
ス
パ
イ
ス
の
効

い
た
食
事
、
甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
熱
帯

の
果
物
、
色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇
る
花
々

な
ど
魅
力
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

そ
の
頃
、
日
本
企
業
の
タ
イ
進
出
ブ
ー

ム
が
正
に
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
日
本
人

駐
在
員
か
ら
伺
っ
た
タ
イ
の
話
も
ま
た
薔

薇
色
の
夢
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
に
大
学
の
ゼ
ミ
（
村
川
先
生
）
で
同
級

だ
っ
た
岩
崎
君
（
日
野
自
動
車
）
が
バ
ン

コ
ク
に
赴
任
し
て
い
た
の
も
奇
遇
で
し
た
。

彼
に
は
熱
暑
の
中
、
遺
跡
の
観
光
地
ア
ユ

タ
ヤ
ま
で
案
内
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ブ
ー
ム
に
沸
く
経

済
の
下
、
仕
事
は
忙
し
い
も

の
の
週
末
に
は
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
、
メ
イ
ド
付
き
の
ア
パ

ー
ト
に
は
プ
ー
ル
、
ジ
ム
完

備
が
当
た
り
前
と
い
う
生
活

を
楽
し
ん
で
い
る
の
は
驚
き

で
し
た
。

タ
イ
の
上
流
階
層
や
外
国

人
駐
在
員
の
優
雅
な
暮
ら
し
振
り
を
知
っ

て
、
ロ
ン
ド
ン
で
会
っ
た
タ
イ
人
留
学
生

の
気
持
も
容
易
に
想
像
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
欧
米
に
留
学
す
る
タ
イ
人
の

家
庭
は
裕
福
な
家
が
多
く
、
幼
少
の
頃
か

ら
使
用
人
に
傅
か
れ
な
が
ら
育
っ
て
き
て

い
る
訳
で
す
。
常
夏
の
国
に
は
冬
の
寒
さ

も
な
け
れ
ば
「
田
に
稲
あ
り
。
水
に
魚
あ

り
」
と
い
わ
れ
る
肥
沃
な
国
土
で
飢
え
の

苦
し
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
イ
人
の
若
者

が
そ
ん
な
パ
ラ
ダ
イ
ス
か
ら
欧
米
に
留
学

す
る
の
は
、
海
外
の
学
位
が
タ
イ
国
内
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
交
生
活
上
大
き
な
勲
章

と
な
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
留
学
生

活
は
苦
し
い
け
れ
ど
も
、
学
位
を
獲
得
し

て
本
国
で
栄
達
す
る
た
め
の
登
竜
門
で
あ

り
、
厳
し
い
修
業
生
活
な
の
で
す
。

タ
イ
で
の
日
本
人
の
仕
事
・
生
活
は
私

に
と
っ
て
未
知
の
魅
力
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
経
緯
で
タ
イ
駐
在
に
自
ら

手
を
挙
げ
、
出
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
し
た
。
こ
れ
が
最
初
の
タ
イ
赴
任
の
き

っ
か
け
で
す
。

最
初
の
赴
任
生
活
が
期
待
に
違
わ
ぬ
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
再
度
の
赴
任
と
い

う
事
実
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

経
和
会
に
も
多
く
の
タ
イ
駐
在
経
験
者

や
タ
イ
人
留
学
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

埼
玉
大
学
は
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
と

の
交
流
も
あ
り
ま
す
し
、
実
際
の
距
離
よ

り
も
と
て
も
近
く
感
じ
る
国
で
す
。

大
学
と
経
和
会
関
係
者
で
、
一
度
タ
イ

日
友
好
会
で
も
開
き
た
い
も
の
で
す
。

新
入
会
員

平
１３
年
入
学
青
木
理
博
、
青
野
功
、

浅
井
聡
、
麻
上
紋
、
畔
津
亮
太
、
我

妻
諭
、
穴
竃
悟
、
阿
彦
和
恵
、
阿
部

勝
完
、
阿
部
元
気
、
阿
部
貴
也
、
阿

部
美
保
、
荒
井
一
太
、
荒
木
亮
、
有

浦
政
美
、
飯
島
充
大
、
池
田
育
野
、

石
川
武
彦
、
石
川
幸
雄
、
井
丹
大
輔
、

市
川
新
、
出
地
久
美
子
、
伊
藤
記
子
、

井
上
翔
、
井
上
哲
志
、
井
上
祐
子
、

今
井
俊
輔
、
入
澤
卓
見
、
岩
切
一
郎
、

岩
倉
正
浩
、
岩
佐
栄
俊
、
上
園
和
徳
、

植
山
利
行
、
宇
高
秀
明
、
内
村
亜
希

子
、
及
川
秋
紀
、
大
坂
清
人
、
大
嶋

健
太
郎
、
大
瀬
碧
、
太
田
智
之
、
大

田
瑞
恵
、
大
竹
祥
雄
、
大
谷
公
介
、

大
塚
康
弘
、
大
橋
栄
一
、
大
橋
早
景
、

大
森
美
希
、
大
山
広
行
、
岡
田
枝
里

子
、
岡
田
大
地
、
岡
田
美
和
子
、
小

川
朗
広
、
小
川
隆
史
、
小
川
美
紀
、

沖
田
伸
也
、
奥
山
将
行
、
小
熊
紀
子
、

越
智
賢
一
、
落
合
史
人
、
尾
中
な
つ

み
、
尾
又
弘
樹
、
柿
�
翔
、
柏
原
弘
、

粕
谷
恵
久
、
勝
又
達
宣
、
狩
野
千
春
、

萱
沼
朋
美
、
唐
木
麗
、
川
口
直
哉
、

川
�
大
介
、
川
島
梓
、
川
田
早
紀
、

川
端
俊
輔
、
川
本
清
徳
、
菊
池
祥
子
、

菊
池
勉
永
、
木
村
匡
貴
、
木
村
友
美
、

許
貞
玉
、
串
田
愛
子
、
國
安
透
、
久

保
和
平
、
久
保
木
綾
子
、
久
保
田
晋

悟
、
栗
原
和
臣
、
黒
澤
豊
和
、
桑
畑

陽
介
、
景
田
貢
、
�
裕
之
、
幸
田
圭
、

古
賀
慎
哉
、
小
島
涼
、
狐
塚
勝
史
、

小
西
俊
之
、
小
西
勇
介
、
小
林
範
之
、

古
見
山
裕
太
、
小
柳
宗
大
、
紺
野
香

里
、
齊
藤
邦
明
、
齊
藤
聖
子
、
酒
井

美
穂
子
、
佐
々
木
梓
、
笹
原
愛
子
、

笹
本
洋
輔
、
佐
田
慎
太
郎
、
佐
藤
麻

美
、
佐
藤
圭
輔
、
佐
藤
祥
子
、
佐
藤

千
紘
、
佐
藤
智
子
、
佐
藤
弘
江
、
佐

藤
良
志
之
、
佐
藤
竜
二
、
佐
野
聡
子
、

佐
野
淳
哉
、
佐
野
友
美
、
澤
田
大
輔
、

在
家
瑛
美
、
渋
谷
嘉
昭
、
島
村
健
太

郎
、
清
水
宣
幸
、
白
石
智
也
、
白
川

沙
織
、
菅
野
寿
子
、
菅
野
善
照
、
杉

浦
光
宏
、
杉
本
啓
介
、
鈴
木
晃
、
鈴

木
篤
、
鈴
木
崇
志
、
鈴
木
傑
士
、
鈴

木
教
之
、
須
田
旭
、
須
田
勇
起
、
高

木
大
吉
、
�
清
水
薫
、
�
橋
清
泰
、

高
橋
大
地
、
�
橋
勉
、
高
橋
伸
政
、

高
橋
真
洋
、
�
見
義
夫
、
武
田
圭
司
、

田
島
正
大
、
田
中
舘
守
、
田
村
智
哉
、

知
久
浩
基
、
千
葉
由
佳
、
塚
原
由
実
、

土
屋
貴
裕
、
筒
井
志
穂
、
角
田
孝
介
、

角
田
さ
お
り
、
角
田
委
子
、
坪
田
さ

と
子
、
鄭
燕
欣
、
手
塚
瑠
未
、
遠
山

英
伍
、
徳
原
弘
貴
、
登
坂
亮
子
、
戸

田
俊
昭
、
戸
田
允
人
、
戸
高
教
介
、

戸
津
川
大
輔
、
豊
田
康
太
、
内
藤
嶺

花
、
中
川
隆
行
、
中
川
悠
子
、
中
下

陽
介
、
中
島
順
昭
、
中
村
寛
、
中
山

暁
史
、
長
友
久
美
子
、
名
久
井
幸
、

那
須
真
由
、
夏
目
享
、
奈
良
幸
子
、

新
野
努
、
西
真
裕
美
、
西
尾
浩
太
朗
、

西
川
輝
明
、
西
原
航
、
能
宗
俊
弥
、

野
中
康
一
、
野
坊
戸
武
史
、
野
矢
健

介
、
長
谷
川
哲
、
長
谷
川
康
夫
、
羽

関
友
野
、
服
部
志
保
、
服
部
亮
太
、

花
田
寛
明
、
早
川
雄
祐
、
原
野
真
幸
、

半
坂
正
憲
、
伴
多
季
子
、
番
場
和
宏
、

兵
庫
裕
太
、
平
井
雅
彦
、
平
野
明
、

平
野
量
子
、
廣
瀬
優
樹
、
広
実
壮
馬
、

福
島
有
美
、
福
元
裕
子
、
福
山
貴
則
、

藤
田
紗
矢
香
、
藤
野
揚
太
、
藤
原
麻

衣
、
古
川
秀
夫
、
古
川
深
雪
、
古
澤

朋
美
、
細
田
カ
オ
ル
、
細
谷
桃
子
、

本
多
佐
和
子
、
増
山
洋
平
、
又
来
大

全
、
松
浦
優
華
、
松
尾
征
志
郎
、
松

生
奈
緒
子
、
松
本
美
咲
、
松
本
雄
太
、

三
上
哲
也
、
三
澤
健
史
、
水
谷
陽
子
、

御
手
洗
真
樹
、
三
ツ
矢
麻
子
、
宮
下

裕
允
、
宮
原
芳
奈
、
棟
方
範
和
、
村

井
和
人
、
村
上
肇
、
村
瀬
亮
、
村
田

公
平
、
茂
木
譲
、
森
里
武
、
森
田
晃

次
、
谷
田
部
雄
介
、
山
口
明
、
山
口

優
、
山
口
泰
裕
、
山
口
芳
理
、
山
�

麻
友
子
、
山
田
晃
子
、
山
田
健
一
朗
、

山
田
慶
政
、
横
山
小
助
、
吉
田
俊
輔
、

吉
田
大
介
、
吉
田
昌
司
、
吉
本
徹
也
、

若
山
祐
輔
、
渡
辺
哲
健
、
渡
邊
恵
理

子
、
渡
辺
つ
か
さ
、
渡
辺
峰
夫

卒

業

生

昭
２９
年
卒
秋
谷
重
男
、
大
石
眞
雄
、

落
合
喜
良

昭
３０
年
卒
吉
田
和
子

昭
３１
年
卒
小
嶋
良
雄
、
迫
田
昭
博

昭
３２
年
卒
大
澤
辰
英

昭
３３
年
卒
沖
田
庄
平
、
千
本
木
昭
、

戸
塚
康
夫
、
萩
原
明

昭
３４
年
卒
久
保
村
義
夫
、
竹
田
章
治
、

平
野
準
一
、
松
下
英
雄

昭
３５
年
卒
赤
羽
啓
、
飯
島
秀
男
、
嶋

田
三
郎

昭
３６
年
卒
五
十
嵐
敏
勝
、
吉
田
貞
夫

昭
３７
年
卒
赤
木
俊
雄
、
朝
倉
信
夫
、

糸
日
谷
彰
、
迫
田
義
憲
、
田
村
公
一

郎
、
丸
山
研
造

昭
３８
年
卒
栗
原
毅
、
松
村
雄

昭
４０
年
卒
小
路
晴
雄
、
染
谷
喜
久
夫
、

森
田
博
之

昭
４２
年
卒
吉
井
則
浩

昭
４４
年
卒
金
子
文
夫
、
佐
藤
晃
市
、

中
角
清
幸

昭
４５
年
卒
大
津
徳
明
、
中
村
修
治
、

宮
眞
一

昭
４６
年
卒
山
口
和
海
、
渡
邊
健
三

昭
４７
年
卒
青
柳
伸
二
、
大
木
雄
生
男
、

岡
田
健
、
西
浦
善
明

昭
４８
年
卒
浅
賀
紀
一
、
武
信
隆
博
、

森
田
昇
平

昭
５０
年
卒
中
里
見
昇
児

昭
５３
年
卒
中
村
敏
朗

昭
５５
年
卒
高
橋
秀
典

昭
５６
年
卒
後
藤
文
孝
、
佐
藤
和
利
、

高
橋
恒
二

昭
５７
年
卒
西
尾
文
和
、
横
川
隆
夫

昭
６２
年
卒
杉
山
登
志
江

平
３
年
卒
岩
楯
光
司
、
黒
澤
寛
、
田

倉
康
子

平
５
年
卒
土
屋
慎
一

平
７
年
卒
加
藤
志

平
８
年
卒
深
沢
俊
也

平
９
年
卒
三
谷
登
志
雄
、
山
崎
博
昭

平
１０
年
卒
浅
川
貴
久

平
１１
年
卒
鈴
木
憲
典
、
竹
内
章
洋

平
１２
年
卒
細
川
和
博

平
１３
年
卒
井
上
麻
実
子
、
伊
吉
教
子
、

大
朏
麻
里
子
、
座
光
寺
伸
治
、
南
悟

司
、
宮
本
ト
シ
コ

平
１４
年
卒
斉
藤
由
美
子

大

学

院

平
７
年
卒
加
藤
和
子

平
９
年
卒
上
岡
一
史

平成１４年５月２５日経 和 会 会 報� 第 ５ 号

不
思
議
な
国
タ
イ
と
の
ご
縁

寄稿

総
合
研
究
開
発
機
構
研
究
開
発
部
長

昭
和
５６
年
卒

舘

逸

志

ババンンココクク中中心心部部ににああるる
エエメメララルルドド寺寺院院

娘娘二二人人ののババレレエエ発発表表会会のの朝朝
（（自自宅宅アアパパーートト内内庭庭ににてて））
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新
入
寮
生
歓
迎
コ
ン
パ

昭
和
三
三
年
三
月
埼
玉
大
学
受
験
の

前
夜
に
蒼
玄
寮
に
初
め
て
一
泊
し
た
。

従
兄
弟
の
金
井
の
部
屋
が
、
三
百
人
の

自
治
寮
の
三
役（
寺
井
・
五
十
嵐
先
輩
）

の
十
五
畳
部
屋
で
、
後
で
思
う
と
よ
く

整
理
整
頓
さ
れ
て
い
た
が
、
木
造
二
階

の
寮
の
印
象
は
何
か
わ
び
し
く
暗
い
も

の
で
あ
っ
た
。

桜
の
咲
く
頃
、
草
刈
先
輩
の
部
屋
に

入
寮
し
た
。
夜
に
な
る
と
ヨ
ッ
ト
部
の

仲
間
が
集
ま
っ
て
き
て
、
歓
迎
コ
ン
パ

が
始
ま
っ
た
。
洗
面
器
の
も
つ
煮
と
飯

盒
の
白
飯
で
あ
る
。
酒
に
酔
わ
な
い
と

と
て
も
箸
を
つ
け
ら
れ
る
代
物
で
は
な

い
が
、
皆
実
に
美
味
し
そ
う
に
食
べ
、

お
前
も
食
べ
ろ
食
べ
ろ
と
勧
め
る
。
あ

げ
く
の
果
て
誰
か
が
、
こ
の
洗
面
器
で

今
朝
パ
ン
ツ
を
洗
っ
た
ぞ
と
言
う
の
を

聞
い
て
、
吐
き
そ
う
に
な
る
の
を
堪
え

て
何
気
な
く
飲
ん
で
食
べ
た
。

深
夜
の
寮
生
大
会

生
活
部
が
自
主
運
営
す
る
食
堂
の
三

食
は
、
一
日
七
十
円
で
あ
っ
た
。
最
初

は
抵
抗
が
あ
っ
た
麦
飯
も
堪
ら
な
く
待
ち

遠
し
く
な
り
、
夕
食
は
五
時
に
済
ま
す
の

で
、
夜
九
時
過
ぎ
る
と
腹
が
減
っ
て
堪
ら

な
く
な
る
。
こ
こ
で
何
か
に
か
こ
つ
け
て

前
述
の
よ
う
な
コ
ン
パ
を
や
り
、
後
は
金

が
な
く
て
も
仲
間
か
ら
か
き
集
め
て
、
北

浦
和
で
痛
飲
し
て
方
々
へ
ス
ト
ー
ム
か
け

た
。一

日
七
十
円
で
あ
る
か
ら
、
一
月
の
食

事
代
は
約
二
千
円
。
家
庭
教
師
の
ア
ル
バ

イ
ト
と
奨
学
金
で
何
と
か
自
活
で
き
る
の

で
、
当
時
ま
だ
経
済
成
長
前
の
貧
し
い
郷

里
の
親
か
ら
の
仕
送
り
を
当
て
に
せ
ず
に

頑
張
っ
て
い
る
寮
生
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
が
一
日
七
十
円
か
ら
八
十
円
に
値

上
げ
す
る
提
案
が
寮
生
大
会
に
諮
ら
れ
た

時
は
大
変
で
あ
っ
た
。
折
し
も
警
職
法
反

対
・
安
保
反
対
の
最
中
で
、「
資
本
主
義

矛
盾
か
ら
…
」、
米
帝
国
主
義
や
国
家
独

占
資
本
主
義
の
議
論
か
ら
始
ま
り
、
夜
の

ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
戻
っ
た
寮
生
も
加
え
、

二
百
数
十
人
を
越
え
る
寮
生
大
会
は
深
夜

に
及
ん
で
も
決
着
が
つ
か
ず
、
採
決
の
結

果
、
一
票
の
差
で
否
決
さ
れ
た
。

そ
の
後
所
得
倍
増
計
画
の
池
田
内
閣
の

頃
に
は
一
日
三
十
円
値
上
げ
案
が
す
ん
な

り
と
可
決
さ
れ
、
何
と
な
く
つ
ま
ら
な
く

が
っ
か
り
し
た
思
い
出
が
あ
る
。

寮
祭
や
期
末
試
験
の
思
い
出

寮
生
に
と
っ
て
寮
祭
は
最
も
楽
し
い
行

事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一
、
二
年
生
の
頃

は
皆
全
精
力
を
寮
祭
に
投
入
す
る
。
特
に

企
画
準
備
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
練
習
の

た
め
男
子
禁
制
の
悠
元
寮
へ
で
か
け
る
こ

と
が
当
時
は
新
鮮
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

青
春
の
限
り
を
つ
く
し
た
寮
祭
が
終
わ

る
と
何
組
か
の
カ
ッ
プ
ル
が
で
き
、
卒
業

す
る
と
直
ぐ
結
婚
し
た
。
小
生
の
よ
う
に

あ
ぶ
れ
る
と
、
卒
業
後
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

ア
ニ
マ
ル
と
な
り
、
結
婚
が
遅
く
な
っ

た
。期

末
試
験
で
は
最
も
寮
の
恩
恵
を
受

け
た
。
普
段
は
ア
ル
バ
イ
ト
、
ク
ラ
ブ

活
動
や
コ
ン
パ
な
ど
で
多
忙
な
毎
日
を

送
り
、
期
末
試
験
が
迫
っ
て
も
慌
て
な

い
。
寮
内
に
は
全
て
の
講
義
ノ
ー
ト
や

出
題
傾
向
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る

の
で
、
普
段
か
ら
先
輩
の
話
を
聞
い
て

お
け
ば
、
例
え
試
験
前
夜
で
も
そ
の
ノ

ー
ト
を
深
夜
に
借
り
れ
ば
、
優
を
確
保

し
て
進
級
で
き
た
。

わ
が
宝
玉
の
青
春
時
代

昭
和
三
七
年
三
月
卒
業
し
て
は
や
四

十
年
余
。
今
振
り
返
る
と
、
青
春
の
限

り
を
尽
く
し
て
学
生
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
こ
の
蒼
玄
寮
の
お
蔭

で
あ
る
。
四
年
間
の
寮
生
生
活
か
ら
、

卒
業
後
も
数
年
間
は
「
俺
の
部
屋
は
ど

こ
だ
」
と
再
々
訪
れ
た
蒼
玄
寮
で
の
先

輩
・
後
輩
と
の
交
遊
は
、
わ
が
青
春
の

宝
玉
の
思
い
出
で
あ
り
、
今
も
活
力
の

源
と
な
っ
て
い
る
。

●
い
き
な
り
新
聞
に
埼
玉
・
群
馬
の
両
大

学
の
合
併
話
が
載
っ
て
し
ま
い
驚
か
さ
れ

た
。
驚
い
た
の
は
同
窓
生
だ
け
で
な
く
教

授
達
も
寝
耳
に
水
だ
っ
た
ら
し
い
。

現
在
進
行
形
で
結
論
が
見
え
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
こ
れ
程
の
関
心
事
を
放
っ

て
お
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
箕
輪
先
生
に

現
況
を
論
じ
て
い
た
だ
い
た
。

●
大
学
院
の
博
士
課
程
は
快
挙
で
あ
る
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
と
い
い
、
今
回

の
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
と
い
い
、
経
済
学
部

は
実
に
積
極
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
努
力

が
大
学
改
革
の
嵐
の
中
で
�
生
き
残
り
�

の
大
き
な
支
え
と
な
る
の
だ
が
、
実
は
非

常
に
困
難
な
厳
し
い
仕�

事�

な
の
だ
。

奥
山
先
生
に
は
そ
の
ご
苦
労
の
一
端
を
披

瀝
し
て
い
た
だ
い
た
。

●
３７
年
卒
の
岩
井
氏
、
榎
本
氏
に
そ
れ
ぞ

れ
思
い
出
を
綴
っ
て
い
た
だ
い
た
。

５６
年
卒
と
ぐ
っ
と
若
い
舘
氏
に
ご
登
場
い

た
だ
い
た
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
、
こ
れ
を

機
に
若
手
の
参
画
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
出
来
た

こ
と
だ
し
、
年
代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
活
発
化
が
望
ま
れ
る
。Ｙ

・
Ｎ

経和会事業報告（平成１３年度）
５月２４日 経和会 会報第４号発行

５月３０日 理事会（決算・総会準備・その他）

６月２日 経和会ホームページ作成打ち合わせ

（インフォテック社・貝山学部長・並河教授・中野・

内藤両副会長・北村理事出席 学部長室にて）

７月７日 経和会 平成１３年度総会

（埼玉大学キャンパスにて開催、奥山前学部長が講

演）

７月２４日 経済学部就職セミナー（中野・内藤両副会長出席）

１１月２７日 インターンシップ報告会

（伊藤会長・中野副会長出席）

１２月７日 就職セミナー講演（学生部主催、中野副会長）

１２月２１日 拡大常務理事会

（大学側から学長・学部長など４名出席）

２月５日 就職相談室利用学生座談会

（学生部主催 中野・内藤両副会長出席）

経済学部と打ち合わせ会

（伊藤会長・両副会長・大学側学部長以下４名出席

合併問題等につき情報交換）

２月２１日 理事会（大学側から貝山学部長ほか３名出席）

３月２５日 経済学部卒業パーティー

（伊藤会長・中野・内藤両副会長出席）

一
、
そ
の
昔

小
学
校
の
恩
師
が
我
々
に
贈
っ
た
送
別

の
辞
は
次
の
様
で
あ
っ
た
。「
諸
君
は
こ

れ
か
ら
、
進
学
路
も
異
な
り
、
社
会
人
と

し
て
も
別
々
の
人
生
を
歩
む
こ
と
に
な
る

が
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
育
ん
だ
友
情
を
一
生

涯
変
ら
ぬ
よ
う
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
。
一

方
が
大
臣
、
一
方
が
乞
食
に
な
っ
た
と
し

て
も
で
あ
る
」

二
、
現
況

た
っ
た
六
十
名
の
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た

我
々
も
、
卒
業
以
来
互
い
に
多
忙
で
、
皆

が
一
堂
に
会
す
る
機
会
は
少
な
く
今
迄
に

数
回
実
施
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

我
が
国
の
高
度
成
長
期
に
企
業
戦
士
と
し

て
活
躍
し
た
仲
間
達
も
還
暦
を
過
ぎ
、
こ

れ
か
ら
の
三
十
年
を
如
何
に
生
き
る
か
を

真
剣
に
考
え
る
年
代
に
な
っ
て
来
た
。

今
で
も
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
人
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
趣
味
に
生
甲
斐
を
見

出
し
て
い
る
人
等
、
様
々
で
あ
る
が
、
何

と
な
く
昔
の
仲
間
に
会
っ
て
み
た
い
と
言

う
気
分
が
盛
上
っ
て
来
た
。

そ
こ
で
矢
口
氏
が
世
話
役
に
な
り
糸
日

谷
、
岩
井
氏
の
協
力
を
得
て
、
大
手
町
に

あ
る
、
デ
イ
ナ
イ
ト
に
年
二
回
の
ペ
ー
ス

で
集
ま
る
こ
と
に
な
り
、
今
年
三
月
で
第

五
回
を
迎
え
て
い
る
。

当
初
の
主
旨
は
、
気
軽
に
チ
ョ
ッ
ト
集

り
、
ダ
ベ
リ
ま
し
ょ
う
と
の
こ
と
で
、
出

欠
も
取
ら
ず
に
始
め
た
が
次
第
に
懐
し
い

顔
見
た
さ
に
、
回
を
重
ね
る
毎
に
盛
大
に

な
り
、
平
均
出
席
者
は
二
十
名
、
出
席
率

は
三
分
の
一
に
達
す
る
に
到
っ
た
。
同
級

生
と
は
良
い
も
の
で
、
会
え
ば
互
い
に
年

を
取
っ
た
こ
と
も
忘
れ
、
お
前
、
俺
の
間

柄
に
な
っ
て
い
る
。
話
題
は
二
人
の
マ
ド

ン
ナ
（
奥
谷
、
松
本
両
嬢
）
を
中
心
に
寮

生
活
、
ゼ
ミ
、
単
位
を
落
し
た
こ
と
等
尽

き
る
こ
と
は
な
い
。

三
、
反
省

「
縦
横
十
文
字
の
規
矩
」
と
言
う
弓
道

用
語
が
あ
る
。
足
腰
、
背
柱
を
軸
と
す
る

縦
の
線
と
、
左
右
を
支
配
す
る
両
肩
、
腕

の
組
合
せ
で
自
然
体
を
保
持
す
る
こ
と
を

言
う
。

こ
れ
を
埼
大
に
当
て
嵌
め
れ
ば
、
縦
は

同
窓
、横
は
同
期
、こ
れ
が
一
体
と
な
り
埼

大
を
構
成
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

我
々
の
年
代
も
こ
の
十
文
字
関
係
を
も

う
少
し
深
め
、
幅
広
い
交
流
を
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
と
反
省
し
て
い
る
。

現
在
産
業
界
に
於
て
は
異
業
種
交
流
が

盛
ん
で
あ
り
、こ
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト
、ア
イ

デ
ア
を
得
よ
う
と
必
死
に
努
力
し
て
い
る
。

我
々
埼
大
に
於
て
も
先
輩
、
同
期
、
後

輩
の
交
流
が
今
の
様
に
盛
ん
で
あ
っ
た
な

ら
互
の
仕
事
に
も
っ
と
貢
献
出
来
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
り
も
し
て
い
る
。

し
か
し
同
窓
、
同
期
会
は
互
に
利
害
関

係
が
な
く
同
等
の
立
場
で
あ
る
こ
と
が
基

本
で
あ
り
、
こ
の
線
を
崩
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。

四
、
今
後

一
般
的
に
我
々
の
年
代
に
な
る
と
、
思

い
出
話
の
他
に
は
、
健
康
、
孫
の
話
が
中

心
に
な
り
勝
ち
で
あ
る
が
、
我
が
ク
ラ
ス

は
、
九
十
歳
迄
如
何
に
生
き
る
か
、
が
話

題
の
中
心
に
な
り
、
経
済
、
趣
味
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
未

だ
意
気
軒
昂
た
る
も
の
が
あ
る
。

要
す
る
に
、
ヨ
イ
ヨ
イ
に
な
っ
て
生
き

て
い
て
も
致
し
方
な
い
の
で
、
元
気
で
長

生
き
が
必
要
条
件
と
な
る
。
そ
の
秘
訣
は
、

一
、
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
。
二
、
腹
八
分
。

三
、
適
当
な
運
動
、
飲
酒
、
四
、
趣
味
を

持
つ
と
言
う
所
に
落
着
い
た
感
が
あ
る
。

秋
に
は
長
野
県
小
布
施
に
於
て
卒
業
四

十
周
年
記
念
を
盛
大
に
祝
う
こ
と
に
し
て

い
る
。
皆
が
元
気
で
三
七
会
が
長
続
き
す

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

以
上

第 ５ 号 �経 和 会 会 報平成１４年５月２５日

わ
が
青
春
の
蒼
玄
寮

昭
和
３７
年
卒

岩

井

節

夫

同

会

介

期

紹

�

三

七

年

の

仲

間

た

ち

昭
和
３７
年
卒

榎

本

盛

忠

編

集

後

記


	Text1: 
	Text3: 


